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飯能市立奥武蔵小学校給食室
（奥武蔵給食共同調理場）

食料自給率とは国内の食料消費が国内でどのくらいまかなえているかを示す値です。日本の食料自給率（カロリーベース）は先進国の中で最

も低く、安全な食料を安定して手に入れるためには自給率を上げることが必要です。

向き合おう 日本の食料自給率

地元飯能産食材

① 米（通年）

② 大豆（通年）

③ 狭山茶（通年）

④ 梨（９月）

⑤ マコモタケ（１０月）

木々の葉が色づき始め、秋の深まりを感じるころとなりました。朝晩の冷え込みで体調を崩すことのないようバランスのとれた食事を心がけ、
体調管理に十分注意しましょう。

今月の給食より
・行事食等 彩の国ふるさと学校給食月間（6・11月）、地場産物活用強化ウイーク（6・11月第3週）

いい歯の日（かみかみ献立）‥8日
・季節の料理 もみじごはん、小江戸カレーライス、さつま汁
・地場産物（飯能市産） 米、大豆、狭山茶、奥武蔵産さつまいも
・旬の食材 里芋、さつまいも、にんじん、ほうれん草、きのこ、りんご、みかん

彩の国ふるさと学校給食月間、地場産物活用強化ウイーク
埼玉県では食育月間の6月と収穫の秋の11月を｢彩の国ふるさと学校給食月間｣とし、地元産の食材を取り入れた給食による郷土学習を行う

など地元産食材の一層の活用を図るとともに、地元産食材や郷土食等への理解を通してふるさとへの愛着を深める学校給食活動を推進していま
す。特に第3週は｢地場産物活用強化ウイーク｣とし重点的に実施しています。
今月は埼玉県の郷土料理やＢ級グルメ、地元の食材を使った給食を多く取り入れています。

12日 豆腐ラーメン
13日 小江戸カレーライス
20日 飯能すいーとん
21日 和風しゃくし菜スパゲティ
22日 高麗鍋
29日 ゼリーフライ

小学校読書月間
小学校では11月の1ヵ月間を｢読書月間｣とし、児童が本に親しむ機会を増やし、読書の楽しさ、すばらしさを体験させる取り組みをしてい

ます。給食でも物語の世界を身近に感じるよう絵本の中に登場する料理を再現します。
15日 「スプーンおばさん」「ルルとララのフレンチトースト」「すみっコぐらしはじめてのお料理Book」よりフレンチトースト
19日 「天空の城ラピュタ」よりタイガーモス号のシチュー（ブラウンシチュー）
25日 「忍たま乱太郎」より肉どうふ

食事をおいしく食べるために歯の健康は欠かすことはできません。80歳になっても自分の歯を20本以上残そう
という「8020運動」が推奨されています。20本以上の歯があるとほとんどの食べ物を噛み砕くことができ、味を
楽しみながら食べることができるそうです。丈夫な歯を作るには、肉などの柔らかいものよりも骨まで食べられる
小魚や豆類・食物繊維の多い野菜など硬いものをよく噛んで食べることがよいとされています。

8日の給食は｢ごはん・チキンチキンごぼう・切り干し大根の炒め煮・りんご｣のかみかみ献立です。


